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1.は じめ に

かつてA.ト フラーは彼の社会変動論 の中で、人類誕生か ら現代 までの社会変革 を波

に喩 えた。農業社会に移行 した時の第一の波、産業社会に移行 した時の第二の波、そし

て今、第三の波が押 し寄せ ていると10数年前に予言 した。産業社会 の終焉を迎 えている

今 日、来 るべ き社会の最終的 な形は、未だ解 らない。 しか し、高度情報通信技術 を中心

に進 もうとしてい る現代社会 を規定す る時、 そこに情報社会の断片が見えるのは誰の 目

に も疑いのないところである。

この高度情報通信 技術は、Internetと い う形で私 たちの前 に出現 した。Internetは

周辺の新技術 を取 り込みなが らます ます膨張 してい る。仮想現実の世界でモノが流通 し、

実体行為 である商取引が店舗 も店員 も存在 しない場所 で行 われてい る。居住 している地

域の住 民権 だけでな く、全 く別 の地域 の電脳市民 としての市民権 を得 るこ とも可能 であ

る。

Internet環 境 を外的環境 として捉え、その技術 を内的環境 に生かすスタイル も生 まれ

た。私 たちはこれをIntranetと 総称す る。Intranetの 導入は、様々な人的集団の中で活

かされている。企業においては社内メールや掲示板、内部WWWに よる各種連絡や資料

の閲覧等々。 その事例 には枚挙が ない。新規の ビジネス ・ソフ トウェア もグループウェ

ア というスタイルでIntranet技 術 を利用 したものが数 多 く見受け られ ることか らも、高

度通信技術 の利用が内外に普及 している証 であろ う。

こ うした現象は、情報 システムのあ り方にも影響 を与えている。以前であれば、情報

システム部門に管理 されたホス ト ・コンピュー タに接続された専用端末機 を通 して部 門

間の情報のや り取 りが行 われていた。EWS(EngineeringWorkStation)やPC(Per-

sonalComputer)の 高性能化 ・小型化 ・低価格化は、ネ ッ トワー クや分散処理技術の発

達 と共 に、以前の情報 システムをダウン ・サイジング(DownSizing)し た ものに変貌

させ て しまった。 ホス ト・コンピュー タ相手の定型業務中心か ら、PCを 利用 した定型・
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非定 型業務 処理 は、EUC(EndUserComputing)向 上 を可能 な ら しめ 、即 応性 の あ る

システ ム環境 を実 現 させ て い る。

本稿 では、Internet技 術 を利 用 したネ ッ トワー ク対応 情報 シス テム として、入 試広報 支

援 を 目的 としたWWWサ ーバ とデー タベ ー ス(DB)の 連動 に よるWeb-DBサ ー バ シス

テ ムの構 築 を試 み る もの で あ る。

2.従 来 型 のC/S(Client-Server)シ ス テ ム

こ こで言 う従 来型C/Sシ ステ ム とは、構 内LAN(LocalAreaNetwork)上 に あ

るフ ァ イルサー バ と接続 し、PC(自 機)の ア プ リケー シ ョン・ソフ ト(デ ー タベ ー ス等)

を使 って必要 なデー タ処 理 を行 な うよ うな形 態 の こ とをい う。サ ーバ に インス トー ル さ

れ て い るDBMS(DataBaseManagementSystem)の 管 理 に よ り、PC側 か らのデー

タ処 理 で発 生す るフ ァ イルや レコー ドの衝 突は適 切 に処理 され るため 、ユ ーザ は安 心 し

て デー タ処理 を実行 し、 フ ァ イルや レ コー ドの 更新処 理 や削 除処 理等 が で きる。

しか し、この よ うな形 態 の情報 シ ステム では、PC側 に対 して 多 くの 負担 をかけ るこ と

に な る。先 ず、LAN上 に あ る業務 用PCにDBMSと 接 続 し処理 す るための ア プ リケー

シ ョン ・ソフ トを台数分 導 入 す る必要 が あ る。 数 台で は然程 で もない もの で も、 数 十台

単 位 とな る とそ の コス トは無視 で きない もの とな る。次 に、使用 す るアプ リケー シ ョン ・

ソフ トの操 作 技術 の 習得 が必要 とな る。殆 どの ケー スで はOJT(OntheJobTraining)

方式 で 習得 させ るの で あ るが 、 その期 間 は一様 では ない。個 人差 の問題 もあ るだ ろ う。

定 型 業務 では比較 的容 易 に習得 で きて も、非定 型 業務 系 では場 当 た り的 な対 応 を余儀 な

くされ るであ ろ う。最 後 に最 大 の問題 として、 システムや ア プ リケー シ ョン ・ソフ トの

バー ジ ョンア ップへ の対 応 で あ る。 システ ム管理 者側 は、 シス テムのバ ー ジ ョンア ップ

に は慎 重 であ る。 安 定 を何 よ りも願 うか らだ。 しか し、利 用者 側 は少 しで も新 しい もの

を導 入 したが る もので あ る。 その よ うな時、 如何 に対 応 し、 しか もシ ステム の安 定 した

移行 をはか るか とい う問題 は、常 に システ ム管理 者 を悩 ます 問題 で あ る。 同時 に この際

の コス トも大 きい もの とな る。

3.新 しい ス タイ ル と してのWeb-DBシ ス テ ム

前述 の よ うに、 人(利 用 者、 管理 者)・ モ ノ(ソ フ トウ ェア、 コン ピュー タ)・ 金(導

入費用 、維 持理 費用 、 バー ジ ョンア ップ費用)等 、 トー タル コス トの負担 は少 な くない。

前 述 の情報 シス テム をWeb-DBシ ステ ム に置 き換 えた場 合 、 どの よ うな対 比 が な され

るか 見て み よ う。 シス テム図(図1・ 図2)は 以下 の通 りで あ る。

この シス テム構 成 の場合 、 クラ イア ン トか らネ ッ トワー ク経路 を通 って直接 サー バ に

ア クセ ス してい る。 クライ ア ン ト側 か らの要求 に対 して、 サー バ側 か ら結果 を応 答す る
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図1従 来型C/Sシ ステム

のであ るが、接続 されるPCの 台数 が増えれば、それに伴 ってレスポンスは低下 してい

く。 また、 ビジネス ・ロジックは双方に実装 し、双方向のデー タ処理 を実現 している。

構造的には2層 構造の形態であ る。
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図2Web-DBシ ス テ ム

こ の シ ステ ム構 成 で は、Webサ ー バ を中心 に据 え てい る。Intranet上 に 設 置 され た

Webサ ー バ は、Internetと 同 じ通信 プ ロ トコル、同 じアプ リケー シ ョン、同 じフ ァイル

フォー マ ッ トを使 用 す るため 、 クラ イア ン トは 内外 を問 わず 、透過 的 に ア クセスす るこ

とが 可能 で あ る。 ま た、 ビジネ ス ・ロジ ッ クはWebサ ー バ に実装 し、DBMSと は切 り

離 して い る。その ため 、クラ イア ン トか らの ア クセ ス処 理 はWebサ ー バ に任せ 、DBMS

はWebサ ー バ か らの問 い合せ に対す る応 答処 理 に専 念 で きる。 形 態的 に は3層 構 造 で
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あ る。

Web-DBシ ステム にお いては、 クライア ン ト側 にデー タベ ー ス ・ソフ トな どの特別 な

アプ リケー シ ョンは不要 であ る。 同時に、 その ため の技術 の習得 も必要 ではな くな る。

何 故 な ら、一般的 にWebア プ リケー シ ョンの操作 は、マ ウスボ タンの ク リック と初 歩的

な キー ボー ド操作 で間に合 うか らであ る。最近 のPCで は通常 、Webペ ー ジを閲覧す る

ブ ラウザ(IE:lnternetExplorer/NS:Netscape>が 初期 導 入 され てい る。 このブ ラ ウ

ザ の実行 に よ り、PCはWebサ ーバ との通信 を行 な うの であ る。 ビジネス ・ロジ ックは

Webサ ーバ に実装 されて い るため 、要求 をWebサ ーバ に送れ ば 自動化 され た処理 に よ

りその結果 が返 って くる。従 って、利用従 事者 の養成や 導入 ソフ トにかか る費用 等 の負

担が 、大 き く軽減 され るので あ る。

4.NOSと してのWindowsNTとPC-UNIX

NOS(NetworkOperatingSystem)と してMicrosoft社 のWindowsNT(現 行 で

はWindows2000)が 広 く普 及 してい る。発売 当初 のNTは 、 それ までのPCの パ フ ォー

マ ンスの低 さ も相 ま ってか な り重 い産 物 であ った。 その後 、堅牢 でハ イ クォ リテ ィなサ

ーバ 向けPCが 出て きた こ と
、NTの バー ジ ョンア ップ に よる性能 の 向上 に よ り、現在 の

よ うな普 及に繋 が った。 一方 、PC-UNIXはintel86ア ー キテ クチ ャー上 で動 作 す るOS

として、1990年 代 に 入 って少 しずつ浸透 して きた。このOSは 、当初 か らネ ッ トワー クへ

の対応 とフ レキ シビ リテ ィな拡 張性 を備 えてい たため、 多 くの新 しい機 能 が次々 と追加

され、 多種 多様 なデ ィス トリビュー シ ョンが今 日誕生 して い る(表1・ 表2)。FreeBSD

(BSD系)とLinux(SystemV系)の2大 潮 流 が存在す るが、 中で もLinux系 の躍進

振 りは近年 め ざ しい ものが あ る。

下 表 の一 覧 は、商用 ソフ トウェア を付加 して有償 販売 され てい る もので あ るが、 いわ

ゆ るFTP版 を利用 すれ ば、無償 で入 手 で きるものが殆 どであ る。カー ネルのバー ジ ョン

表1主 な日本語対応Linuxデ ィス トリビューション(PCAT互 換機対応)

名 称
一

販売元 カー ネ ルバー ジ ョン Xバ ー ジ ョ ン Cラ イブラ リ

RedHat

Linux6.2J改 訂 版
レ ッ ドハ ッ ト 2.2.14

XFree

86-3.3.6

libc6

(giibc2.1)

Laser5Linux6.2 レー ザ ー フ ア イ ブ 2.2.14
XFree

86-3.3.6

libc6

(glibc2.1)

PlamoLinux2.0 こじまみつひろ氏 2.2.14
XFree

86-3.3.6

libc6

(glibc2.1)

Linux2000G ホ ロ ン 2.2.15
XFree

86-3.3.5

libc6

(glibc2.1)
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VineLinux2.OCR 技術評論社 2.2.14
XFree

86-3.3.6

libc6

{glibc2.1)

TurboLinux

Workstation

日本 語 版6.0

ター ボ リナ ッ ク ス

ジ ヤ パ ン
2.2.13

XFree

86-3.3.6

libc6

(glibc2.1)

Kondora

MNU/Linux1.1
デ ジ タル フ ァ ク ト リ 2.2.14

XFree

86-3.3.6

libc

6{glibc2.1)

Omaikane

GNUJLinux1.0
オモイカネ 2.2.14

XFree

86-3.3.6

Iibc6

(glibc2.1)

LinuxMLD4 メディアラボ 2.2.12
XFree

86弓.3.5

Iibc6

(glibc2.1)

Caldera

OpenLinux2.3

日 本 語 版

ネオナ ジー 2.2.10
XFree

86-3.3.5

Iibc6

(glibc2.1)

Debian日 本 語 対 応

GNU/Linux2.1
ネ ッ トビ レ ッ ジ 2.0.36

XFree

86-3.3.2.3

libc6

{glibc2.0)

LiveLinux メディアラボ 2.0.33
XFree

86-3.3.2
libc5

(日 経Linux2000/09よ り)

表2主 な 日本 語 対 応Linuxデ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン(PowerMacintosh対 応)

名 称 販売元 カー ネ ルバ ー ジ ョン Xバ ー ジ ョ ン Cラ イブラ リ

LinuxforPPC

Japanese
Edition3

マ イ ン ド 2.2.15
XFree

86-3.3.6

libc6

(glibc2.1)

Linux2000G ホ ロ ン 2.2.15
XFree

86-3.3.6

libc6

(glibc2.1)

LinuxPPC2000

日本 語 版
ア ミュ レ ッ ト 2.2.15

XFree

86-3.3.6

libc6

(glibc2.1)

(日 経Linux2000/09よ り)

ア ップ の頻 度 を考 慮す るな らば、 メー カー の サ ポー トや 商用 ソフ トウェ アが 無 く とも

FTP版 で十分 では ないか と思 う。特 にサ ポー トに 関 しては、デ ィス トリビュー シ ョン ご

とに メー リング リス トが存在 す るの で、 こ ち らを利用 す る方 が よ り的確 なア ドバ イスが

期 待 され る。 また、近年 はPC-UNIX関 係 の雑 誌等 が一挙 に増 え たので、最新 情報 等 の

入手 には 困 らないで あ ろ う。

PC-UNIXは プ ラ ッ トフ ォー ム を限定せ ず、UNIXマ シン ・Alphaマ シン ・Intel86マ

シン・Macintosh等 々、どの よ うなプ ラ ッ トフォー ムに も対 応可能 なNOSで あ る。各 デ

ィス トリビュー タか ら各種 の製 品が販 売 ・提 供 され てい て、 その選 択肢 の 多 さ も驚か さ

一19一



サ ー バ ー サ イ ドWeb-DBシ ス テ ムの 基礎 的研 究

表3WindowsNTとPC-UNIXの 比 較

WindowsNT PC-UNIX

Stability

トラフィックの増大に伴 う

パ フォーマ ンスの低下や原

因不明のフ リー ズ等 多少不

安定。

1日24時 間、365日稼動 して

も安定 している とい う高い

評価。

Security

セキュ リティホー ルが発見

され た時の対応に時間がか

か る。Microsoft社1社 の

みが対応。

セ キュ リテ ィホールが発見

された時の対応が早 い。世

界 中の開発者が対応。

UserInterface

Windows95と 同様 の グラ

フ ィカルな環境 を持つ。マ

ウスによる直感的 な操作が

可能 であ り、PCに 慣 れ て

いれば とまどうこ とはない。

基本的には キーボー ド操作

が 中心 のCUIべ 一 ス のユ
ーザ インター フェース。X

Window等 の グ ラ フ ィ カ

ル環境 も用意 されているが、

補助的な ものに過 ぎない。

SimplicityofDevelopment

IIS機 能 と し てASP

(ActiveServerPages)や

IDC{lnternetDatabase

Connectivity)を 利 用 し て 、

比 較 的 容 易 に デ ー タベ ー ス

連 携 をWWW上 で 実 現 で

き る。

CGI(CommonGateway

Interface)の 仕 組 み に よ り

容 易 に 開 発 が 可 能 で あ る 。

C等 の プ ロ グ ラ ミン グ 言 語

やPer1等 の 各 種 ス ク リプ

トが 用 意 さ れ て い る。

Cost

WindowsNTSeverや

SQLServerは 導入に数万

円か ら数十万円が必要。接

続 クライア ン ト数の制 限を

有 し、 クライアン ト数 に応

じて基本料金は更に増加す

る。

基本的には無料(FTP版)。

ダウンロー ドのための通信

料金か雑 誌や書籍の購入代

金が必要な程度。接続 クラ

イアン ト数 の制限はない。

Support

Microsoft社 の サ ポ ー トが

受 け ら れ る 。 但 し、 サ ポ ー

ト部 門 に 繋 が る こ と は 滅 多

に 無 い と覚 悟 して お くこ と。

動作に関 しては無保証。利

用者は 自己責任 で運用す る

のが原則。サポー ト会社が

増 えて きているので利用 で

きる。但 し、有償 である。

れ る。 また、世 界 中の ボ ラ ンテ ィア団体 で運 営 され て い るこ とか ら、 問題 プ ログ ラムの

修 正 や メー リン グ リス トを活用 した情報 交換 等 、非常 に活発 な活動 が繰 り広 げ られ て い

る。最 近 で はIBMやCompaq等 の大 手ベ ンダーやOracle等 の ソフ トウ ェア企業 もその

導 入 ・サ ポー トに力 を注 いで い る。個 人や 小規模 事 業所 で見 る限 り、LANの 中心 に据 え

るの は これ らPC-UNIXマ シン で十分 で はな いか と考 え る。そ の最 大 の ポ イン トは、圧

倒 的 な コス ト ・パ フォー マ ン スにあ る。 ネ ッ トワー ク接 続 に必 要 な殆 どの モジュー ル は、

あ らか じめ組 み込 み 済み で あ り、最 近 の よ うに 日本語化 され た イ ンス トー ラ を利用 す れ
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ば容易 に イ ンス トー ルす る こ とが 可能 であ る。 インス トール に関 して言 えば、 決 して敷

居 の高い もので はないだ ろ う。

では次 に、WindowsNTとPC-UNIXの 比較 を してみ よ う。 表3を 参照 され たい。

両 者の比較 か らも明 らか なよ うに、不慣 れ なネ ッ トワー ク構 築 に対 応す るに は、初 期

段 階 で はMicrosoftの サ ポー ト付 きとい うWindowsNTを 導 入 す るのがベ ター であ ろ

う。事 実 多 くの企業や 大学 等 で も、大方 この よ うな理 由で導 入 してい るの では ないか と

思 われ る。 しか し、 コス トの こ とを考 慮す る と、 リプ レ イスの タイ ミン グご とにPC-

UNIXの 移行 を考 慮す るの は誤 った選 択 ではな い と考 え る。ネ ッ トワー クに関 して言 え

ば、UNIXの 方が一 日の長 が あ り、 よ り良 いネ ッ トワー ク環 境 の安 定 を望 むの で あれ

ば、移 行 は至極 当然の帰結 で あ る。本学 にお いて も、クライア ン トPCの アプ リケー シ ョ

ンへ の対応 を考慮す る観点 で、WindowsNTとPC-UNIX(商 用UNIXも 含め て)の 併

用 に よ りネ ッ トワー ク環境 を構築 してい る。 しか し、PC-UNIXが 占め る比率 は年 々高

くなって い く傾 向にあ る。

5.本 稿 のWeb-DBシ ス テ ム

5.1シ ステムの概要

本 システムは、本 学の事務 局 で ある大 学入 試広報部 員 と、教 員側組 織 であ る入 試ア ド

バ イザーの諸 活動 を支援す るための シス テムであ る。 入試 ア ドバ イザー の メンバ ーは、

西宮 と伊 丹 の両 キャ ンパ スに それ ぞれ配属 されて い る。 彼 らは高校訪 問時 にお いて、大

学入 試広報部 よ り用 意 された資料 を携 えて、担 当高校 の進路指 導者 に面会 し、本学 の ア

ピー ル と当該 高校 の進路状 況等 を把 握 し報告す るの がその主 た る活動 目的 で あ る。 また、

大学 入試広報 活動 にお いて、入試戦 略 の方 向付 けや助 言、 シス テム環 境の整備 等 もその

任 の一部 とな ってい る。 そ こで求 め られ る ものは、 入試広報 活動 に関す る共通認 識、広

報活動 への適 切 なア ドバ イ ス と入試情報 の開示 で あ る。 この要求 を満足 させ るための シ

ステム として、本 システムの構築 が必要 とされ るに至 った。 本 システ ムの活用 に よ り、

大学 入試広報 部 と入試 ア ドバ イザ ーが相 互 に連 携 で き、互 いの情報 を公開 の場 に開示す

るこ とに よ り、 よ り協 力的 な関係 が生 まれ る。

本 シ ステムは、Internetに 接 続 され た環境 下 で構 築 され たWeb-DBサ ー バ であ る。PC

-UNIXを ベ ー スにapache-1 .3.6、php-3。0.12、postgresgl-6.5で 組 まれ た システム で

あ る。PC-UNIXの デ ィス トリビュー シ ョン としては、前掲 表1中 のLaser5の もの を選

択 した。選 択理 由は特 に無 いが、RedHat系 で以前か ら使 用 して いたデ ィス トリビュー シ

ョンであ る とい う程 度 であ る。Webサ ーバ ソフ トウェア として、殆 どのWebサ ー バに導

入 されて い る との理 由 でapacheを 採用 した。バ ックエ ン ドのDBMSと して は、これ も
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定 評 の あ るpostgresq1を 使 って い る。 また、DBMSと の橋 渡 し役 と して、apacheの 内

部 モ ジュー ル と して組 み込 め るphpを 採 用 した。結 局 の所、非常 に オー ソ ドッ クス なツ

ー ル で構 成 され てい るこ とに な る
。

各 入試 ア ドバ イザー は 、Webサ ーバ に高校情 報 の問 い合せ を行 な うこ とに よ り、Web

サー バー がバ ッ クエ ン ドの デー タベ ー スシ ステム と連携 し応 答 す る。 提供 され る情報 は、

「重 点高校 の基 本 情報 」・「指 定校 枠 情 報」・「過 年 度志 願 者推 移 情 報」・「高校 説 明会 出席

情報 」・「高校 訪 問報告 情報 」・「高校 地 図情 報」 であ る。 これ ら情報 は、 大学 入試 広報部

が別 の デー タベー ス内 に所 有 され て い る情 報 で あ り、本 シ ステム に提 供 され た情 報 で あ

る。 この提 供 に よ り、入 試広報 部 で準備 提供 され な い と入 手 で きない情報 も、本 シス テ

ムで閲 覧す るこ とが 可能 に な る。 また、今 後 入試広 報部 で作 成 され る新 規 の情報 も、本

シ ステム にア ップ ロー ドす るこ とで 、即 座 に入試 ア ドバ イザー全 員に 開示す る こ とが可

能 とな り、情 報 の即 時 的共有化 が 実現 で きる。

5.2シ ステムの方針

システムの方針 として以下 のような項 目が要求定義 された。

1)訪 問高校の基本情報(地 域 ・高校名称 ・所在地 ・連絡先電話番号 ・公立私立の区

分 ・学校 ランク等)が 閲覧できる。
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2)指 定枠情報(一 般 ・重点等)が 閲覧できる。

3)過 去の本学への志願者状況(年 度別の志願者数 ・受験者数 ・合格者数 ・入学者数

等)が 閲覧で きる。

4)学 校説明会への進路担当者の出席状況(開 催時 ・特別一般区分 ・出欠状況 ・出席

者氏名等)が 閲覧で きる。

5)高 校訪問記録(記 録者 ・記録 日 ・訪問高校名 ・面会者 と役職 ・面談 内容等)の 登

録済みの閲覧 と新規登録ができる。

6)訪 問高校周辺地図(訪 問高校 と最寄 り駅 ・道路状況等)が 閲覧できる。

5.3準 備 された基礎 データ

上記の要求 を満たすためのデー タを、入試広報部が所有す るファイル群の中か ら選択

して、CSV形 式で提供 して もらった。その後、このCSV形 式ファイルをMS-Exce1に

一旦落 として正規化処理 を実行 し
、 その結果、以下のような基礎 データファイル群 を作

成 した(表4)。

表4シ ステム用基礎 デー タファイル群

フ ア イ ル 内 容

地域情報 ファイル 都道府県 コー ド、都道府県名

高校情報 ファイル 地 域 コー ド、 高 校 コー ド、 高 校 名

基本情報 ファイル
地域 ・高校の各 コー ド、郵便番号、所在地、

電話番号、高校 区分、高校 ランク

指定枠情報ファイル 学科区分 コー ド、指定 内容

学科情報 ファイル 学科区分 コー ド、学科名

志願者情報ファイル
学科区分 コー ド、年度、志願者数、受験者数、

合格者数、入学者数

説明会情報ファイル 年度、説明会区分 コー ド、高校 コー ド、出欠区分、出席者名

高校訪問登録情報ファイル
訪 問 日、 訪 問 者 、 メー ル ア ドレ ス 、 高 校 コ ー ド、

高 校 名 、 面 会 者 、 役 職 、 対 応 度 、 関 心 度 、 コ メ ン ト

高校地図情報ファイル 高校 コー ド、高校地図 ファイル名

5.4DBMSの ための スキ ーム

上 記表4に 示 され た基礎 デー タを置 くため の スキーム と して、以下 の よ うな もの を作

成 した。 「地域 コー ド」・「高校 コー ド」を キー コー ドに全体 の シス テムが動作 す るよ うに

構 成 され て い る。
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地域Table

Field Type Contents

地 域 コー ド int 都道府県 コー ド

地域名 text 都道府県名

高校Table

Field Type Contents

地 域 コ ー ド int 都道府県 コー ド

高校 コー ド varchar 高等学校 コー ド

高校名 text 高等学校名称

基本Table

Field Type Contents

高 校 コー ド varchar 高等学校 コー ド

高校 ランク int 高等学校ランク

設立区分 text 公立/私 立

郵便番号 text 郵便番号

所在地 text 住所

電話番号 text 連絡先電話番号

指定枠Table

Field Type Contents

高校 コー ド varchar 高等学校 コー ド

指定枠 コー ド1 varchar 英文字

指定枠 コー ド2 varchar 英文字

指定枠 コー ド3 varchar 英文字

志願者Table 学科Table

Field Type Contents Field Type

高 校 コー ド varchar 高等学校 コー ド 学科 区分 コー ド text

学科区分 コー ド int 学科区分 学科名 text

年度 date 出願年度

志願者数 int 志願者数

受験者数 int 受験者数

合格者数 int 合格者数

入学者数 int 入学者数
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説明会Table

Field Type Contents

高校 コー ド varchar 高等学校 コー ド

年度 date 説明会年度

説明会 区分 コー

ド
int 一般/特 別

出席状況 text oiX

出席者名 text 出席者氏名

高校訪問記録

Field Type Contents

高校 コー ド varchar 高等学校 コー ド

訪問者 text 訪問者氏名

メー ル ア ドレ ス text メ ー ル ア ドレ ス

訪問 日 date 訪問日

面会者 text 面会者氏名

役職名 コー ド int 役職名の コー ド

対応度 int 5段 階

関心度(人 文) int 5段 階

関心度(社 文) int 5段 階

関心度(生 文) int 5段 階

コ メ ン ト varchar 面談内容(100文 字 に制 限)

登録 日 date 登録 日(自動)

高校地図Table

Field Type Contents

高校 コー ド varchar 高等学校 コー ド

地図名称 text 地図 コー ドファイル名

図4DBMSの スキーム

5.5シ ステム全 体の 流れ と各 画面

このDBMS内 にpostgresq1のcreateコ マ ン ドで図4の 各 テー ブル を作 成 し、入 試広

報部 か ら受 け取 ったCSV形 式の デー タ フ ァイル を各 テー ブル にセ ッ トす る。 クライア

ン トとWeb-DBサ ーバ を連携 させ るス ク リプ ト言語 と してphpを 使 用 しプ ログ ラム を
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作成 した。 「地域Table」 の 「地 域 コー ド」を キー ワー ドに して、 その地 域 内の高校 を抽

出す るプ ロ グラム。 「高校Table」 の 「高校 コー ド」をキー ワー ドに して、 その域 内高校

の 「基本 情報 」・「指 定枠 」・「志願 者情 報」・「説明会 出席状 況」 を1ペ ー ジに表示 す るプ

ロ グラム。 必要 に応 じて選 択 肢 の 中か ら該 当す る 「高校訪 問 報告 」や 「高校MAP」 を表

示 す るプ ロ グラム 等 であ る。 一連 の 流 れ を下 図 に示 す(図5)。

[
ト

ッ
プ

へ
]

↓ ↓ 一
"1

プ

u

地域選択

↓
高校選択 基 本 情 報レ

↓ ↓

高校訪問報告 高校MAP

▼灘鋤 ↓灘 初
報告新規登録 報告表示 高校 リス ト

1
▲

▼

報告削除 高校MAP表 示

[
ト

ッ
プ

へ
]

図5シ ステムの流れ

システ ム を立 ち上 げ る とメイ ンのWebペ ー ジが先 ず表 示 され る。

〈地域選択画面 〉

メイン画面は左右 に2分 割 されてい る。左側の画面上部 にロゴが表示され、 その下部

に[地 域選択]の 画面(図6・ 図7>が 表示 されてい る。

地域 をマウス クリックで選択 し検索ボタンをク リックす ると地域 コー ドを引数に して、

[高校選択]の 画面へ移 る(図8)。
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〈高校選択画面 〉

この画面では、[高 校選択]を 実行す

る。[地 域選択]の 地域内の高校 リス ト

が表示 されるので、この リス トか ら閲

覧 したい高校 を、マウスを使 って選択

す る。選択後、検索ボタンをク リック

す ると、高校 コー ドを引数に して、[基

本情報]の 画面へ移 る。
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図7地 域選択

図8高 校選択

〈基 本情 報表 示画 面 〉

この画 面 では 、高校 コー ドをキー に

して、DBMS中 の 「基本Table」 ・「指

定 枠Tabl」 ・「志 願 者Table」 ・「説 明

会Table」 か ら抽 出 され たデー タが 、そ

れ ぞれ[基 本 情 報]・[指 定 枠 情 報]・

[過 年 度 志願 者 推移]・[説 明 会 出席 状

況]と い う見 出 しの下 に表示 され る。

また、 こ こで左側 画面 の[高 校選 択]

を再 実行 す る と、再 選択 され た高校 の

基 本情 報 表示 に 置 き換 え るこ と も可 能

で あ る。画面最 下 部 に は、 トップへ ・

へ

高校 訪 問報告 ・ 高校MAPと い り

リン クボ タ ンを設 け、各 ペー ジへ 移行

で きる よ うに な って い る。
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〈高校訪問記録表示画面 〉

前画面の1高 校訪問報告1を クリックした時、該当す る高校 の レコー ドが 「高校訪問記

録Tab1-e」 に1件 も無か った場合、その 旨を表示 し、登録 す るか否か を選択 す る。

[登 録する]を 選択 した時には、右図(図10>の 画面が表示 され、登録作業に入 る。 ここ

では、 日本語入力操作 とマ ウスの クリック操作によ りデータを入力 してい くことになる。

後述す るが、 この画面が本 システムの実質的なメイン画面に位置づ けられるので、最 も

時間 をかけて検討 を重ねている。①入力方法 をで きるだけ簡便 にす る。②選択的作業で

デー タ入力できる箇所は、 そのような作法にす る。③長々 とした記述形式を数値化 で表

示 できるようにす る。④記述の部分 はで きる

だけ簡潔に納 まるように、文字数に制限を付

ける。等々であ る。 コンピュー タ操作に慣れ

ているユーザ とそうでないユーザが感 じる操

作感の差違は、殆 どがキーボー ド操作のそれ

に負っているといえる。上述の検討の成果が

現在の状態であるが、未だ改善 の余地が多々

あるの も事実である。

全 ての項 目欄へ のデー タ入力が完了す ると、

下部 にある[至璽ヨボタンの クリックによ り、

この レコー ドはDBMSへ 書 き込 まれ作業 は

終了す る。

図10高 校訪問記録

〈高校周辺地図表示画面〉

前述の く基本情報表示画面〉に

戻 る と、高校周辺地図 とリンクす

る【高校MAPlボ タンがある。 こ

こをク リックす るこ とで、〈高校

リス ト画面〉→ 〈高校周辺地図〉

→ 〈高校 リス ト画面 〉とい うよう

に トグル式で移行 できる。 ここで

の処理は、高校 コー ドをキー コー

ドとす る他の画面の処理 と異な り、

敢 えて独立 した ものに してある。

高校訪問は1校 のみではな く、
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図11高 校 リス ト
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3～4校 あるいはそれ以上 を受け持つ担当者 もお られる。

したが って、近隣高校や複数 の高校の周辺地図 をまとめて見るこ とを想定 した。
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〈高校 リス ト画面〉には当面、本

学の訪問重点高校 の一覧 を並べて

ある。 この中から閲覧 したい高校

名 を選 択す る と、「高校 地 図T-

able」 の検索結果 として該当す る

地図が表示 される。

以上が本システムの全体 として

の作業の流れであ り、その際に表

示 され る画面の紹介 であった。基

　灘
諭
響

難
雛

姦

雛
1・ 縫

図12高 校周辺地図

本的 なシステム構成のプロ トタイプが出来上がった ところで、早速検証 に入 った。 その

検証の結果発見された不具 合箇所の修正や操作 ミス対策のためのプログラムの追加措置

などを行 ない、一応の安定 したシステムに仕上 がってきた。

5.6シ ステ ムの モニ タ リング結果

シ ステム検証 の最 後 に、関係 者 に よ るモニ タ リング を実施 した。 モニ ター に参加 して

いただ いた方 の コン ピュー タ操 作歴 は様 々 であ り、慣 れて い る方 、 そ うでない方、 合 い

混 じっての操作体 験 とな った。 もちろん事 前 の プ レゼ ンテー シ ョン も行 なって いな いの

で、 目にす るの も初 め て とい う参加 者 が殆 どで あ った。 また、参加 者 に操作 後、 ア ンケ

ー ト調査 を実 施 した
。 その結 果 を報告 してお きた い(図13～ 図15)。

A.シ ステム全体の操作感について

概ね良好 との回答があった。

しか し、[高 校選択]を 実行 した後、[高 校訪問報告]で 高校名等 を再度入力す るのは

二度手間であるとの指摘 もい くつかあ り、更にキーボー ド操作 とマウス操作が混在す る

中で、Enterキ ーによるイベ ン ト発生 を望 まれる意見があった。また、操作に不慣れな段

階で、予期せぬ画面表示 にとまどう参加者 もいた。

B.画 面構成の視認性ついて

この問題 については、特段の意見はなかった。概ね良好 と受け止めてお きたい。

C.登 録作業の操作感について

ここでは、多 くのご指摘 をいただいた。先ず、前述 した 「高校 コー ド」や 「高校名」

の二度手間入力の問題。次に、文字は全角入力、数値は半角入力 という切 り換えに、煩
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わ しさと入力 ミスを引き起 こす

原因となるという問題。登録後

の入力 ミス発見に部分訂正の機

能追加の問題。登録情報の削除

に関する問題等が揚げられてい

た。

D.シ ステムの今後の要望につ

いて

上記A.～C.に ついてと同様

の指摘 ・要望が 多か った。 また、

[基本情報]の 構成で新 たな情報

の追加等の要望 も見受け られた。

例 えば、入試志願者の区分 を大

学 ・短大 という分類ではな く、

学科 ごとの分類にす る等である。

システム的に未だ完成に至って

いない段階でのモニタ リング実

施であったが、非常に有益 なも

のであった。プログラム開発中

にも試行錯誤 したところが、や

は り指摘 されている。更なる改

善の方向で検討 を加 えていきた

い 。

システム全佐の糧作威

鯉大変良い

■まあまあ良い

口ふつう

口少し操作しづらい

1操 作しづらい

図13～ 図15

6.今 後 の課 題に向 けて

特 に、EUCで は目に見える部分 と実際の操作感が判断の左右 を決定付けているといえ

る。 目に見えない部分の仕組みは、当然知 り得 ない ところであ り、その部分 の成果 を目

に見える形で表現で きなければ、結局の ところプログラム的には合格ではない。 また、

開発者の検証 では、起 こり得 ない不具合が、こういったモニタリングによって発見で き

るの も検証の重要 な点である。

[高校訪問報告]登 録時のデー タの二重入力、削除処理か らの削除権限によるデータ

の保護、[基 本情報]の 表示内容の見直 し、 システム ・ログイン時のパスワー ド認証等、

新 たに要求のあった部分 につ いての改善 に向けて前向きに取 り組んでいきたい。
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7.最 後 に

短期間ではあったが、 日頃構想 していたWeb-DBシ ステムを具体的な形で構築する

ことがで きた。この機会 を与 えていただいた関係者の皆様、貴重 な時間を割いてモニタ

リングに参加いただいた方々に謝辞 を述べ させ ていただきたい。

また、貴重 なデータを提供 していただいた大手前大学入試広報部の森本氏、開発の方

向付けや検証に助力 して下 さった大手前大学人文科学部英語文化学科の竹 鼻先生には、

重ねて謝意を表 したい と思 う。
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